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市
民
が
捨
て
た
と
み
ら
れ
る
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
が
、
霧
谷
埋
立
地
周
辺

の
野
山
に
数
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
特
に
春
の
山
菜
取
り
や
き
の
こ
狩
り
の

シ
ー
ズ
ン
に
目
立
ち
、
地
主
は
も
ち
ろ
ん
川
西
町
か
ら
も
数
多
く
の
苦
情
が

き
て
い
ま
す
。
警
察
と
衛
生
施
設
組
合
で
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
な
が
ら

厳
し
く
取
り
締
ま
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
月
は
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
の
実
態
と
埋
立
地
の
使
用
に
つ
い
て
特
集

し
ま
し
た
。
美
し
い
自
然
を
守
り
、
埋
立
地
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

」＿一⊥

娯

類1蝿

　赫㌔邸

　騨

郭》

1
，
畷
　

．と．．、㎜、．製．．、、霧i響、濃腱額露纈i窒黛・・驕欝．，薦冒．、疑i墾翻、

一輪車・自転車・石油ストープ・こうり…。家のあと片づけをして出したとみられるゴ
ミがガケ下に投げ捨てられていました。　（現在警察で捜査中）

茸

多
く
は
家
庭
の
ゴ
ミ

　
空
き
缶
ポ
イ
捨
て
に
代
表
さ
れ
る

不
法
投
棄
が
、
市
内
い
た
る
と
こ
ろ

で
見
ら
れ
、
美
観
や
環
境
を
保
っ
て

快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え

で
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
春
・
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
や
山

菜
取
り
、
き
の
こ
狩
り
の
季
節
に
多

く
、
野
山
に
ゴ
ミ
を
捨
て
る
人
が
増

え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
不
法
投
棄
が
今
、
川
西
町
の

霧
谷
埋
立
地
に
向
う
道
路
脇
や
山
の

中
に
数
多
く
見
ら
れ
、
川
西
町
や
地

主
の
皆
さ
ん
に
大
変
迷
惑
を
か
け
て

い
ま
す
。
警
察
署
と
衛
生
施
設
組
合

で
追
跡
調
査
を
し
て
み
る
と
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
捨
て
た
と
み
ら
れ
る
ゴ

ミ
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
一
部
良
識
の

な
い
市
民
の
た
め
に
困
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
霧
谷
周
辺
で
の
不
法
投
棄

の
件
数
は
十
五
件
、
今
年
に
入
っ
て

九
件
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
業
者
が

捨
て
た
と
み
ら
れ
る
ゴ
ミ
は
二
件
と

少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど

の
ゴ
ミ
が
一
般
家
庭
か
ら
出
さ
れ
た

も
の
で
す
。
写
真
の
と
お
り
ゴ
ミ
の

種
類
は
、
衣
類
・
紙
な
ど
の
燃
え
る

ゴ
ミ
、
一
輪
車
・
自
転
車
・
ド
ラ
ム

缶
な
ど
の
燃
え
な
い
ゴ
ミ
と
入
り
混

じ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ゴ
ミ
は

職
員
が
片
づ
け
て
い
ま
す
が
、
時
に

は
数
十
㌶
下
か
ら
危
険
を
冒
し
て
拾

い
上
げ
て
い
ま
す
。
持
ち
主
が
わ
か

っ
た
場
合
は
、
た
だ
ち
に
拾
わ
せ
持

ち
帰
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
、
き
の
こ
狩
り
や
冬
仕

度
の
準
備
を
す
る
時
期
に
な
り
ま
す
。

警
察
署
で
は
不
法
投
棄
に
対
し
て
、

厳
し
い
取
り
締
ま
り
を
行
い
ま
す
の

で
、
絶
対
に
し
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

・
へ
．
ノ
v

、
霧
谷
埋
立
地
周
辺
を
』

・
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
し

・
で
い
る
小
柳
巡
査
F　十日町警察署仙田駐在所

小柳弘栄巡査緬歳）

厳
し
く
取
り
締
ま
り
ま
す

　
四
月
に
転
勤
し
て
来
て
半
年
た
ち

ま
す
が
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た

土
地
柄
を
た
い
へ
ん
気
に
入
っ
て
い

ま
す
。

　
霧
谷
埋
立
地
周
辺
に
ゴ
ミ
の
不
法

投
棄
が
多
い
と
聞
き
パ
ト
ロ
…
ル
を

し
て
み
る
と
、
何
ヵ
所
か
に
捨
て
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
一
般
家
庭
か
ら
出

た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
収
集
所

に
出
せ
る
ゴ
ミ
を
、
な
ぜ
山
の
中
に
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霧
餐
埋
盤
地
は
添
燃
物
の
処
分
場
』

年
々
増
加
す
る
ゴ
ミ

　
皆
さ
ん
の
家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ
の

処
分
は
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出

さ
れ
る
燃
え
る
ゴ
ミ
が
焼
却
場
で
、

空
き
缶
・
ガ
ラ
ス
・
せ
と
も
の
な
ど

燃
え
な
い
ゴ
ミ
や
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
・

テ
レ
ビ
な
ど
の
特
別
な
ゴ
ミ
、
収
集

し
な
い
石
・
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
は
霧
谷

埋
立
地
で
処
分
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
霧
谷
埋
立
地
は
、
昭
和
四
十
七
年

に
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合

が
両
市
町
の
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
処
分

場
と
し
て
、
川
西
町
か
ら
借
り
て
作

っ
た
一
般
廃
棄
物
の
処
分
場
で
す
。

　
グ
ラ
フ
は
、
過
去
五
年
間
の
ゴ
ミ

の
量
を
示
し
た
も
の
で
、
十
日
町
市
・

川
西
町
と
も
に
ゴ
ミ
の
量
は
五
年

間
で
約
二
六
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
霧
谷
埋
立
地
で
処
分
し
て

い
る
不
燃
物
の
量
も
年
々
増
加
し
、

五
年
間
で
約
三
四
％
も
増
え
て
い
ま

す
。
処
分
場
に
搬
入
し
て
来
る
利
用

者
の
中
に
は
、
燃
え
る
ゴ
ミ
を
捨
て

に
来
る
人
も
い
ま
す
。
こ
う
い
う
人

は
、
係
員
の
指
示
で
持
ち
帰
っ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
霧
谷
埋
立
地
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
ル
ー
ル
を
守
っ
て

ゴ
ミ
を
搬
入
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
、

将
来
大
き
な
問
題
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
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3，341 4，218川西町
2，888t

3，074 3，186

年　度 60年度 61年度 62年度 63年度 元年度

可燃物 12，764t 13，471 14，110 14，795 15，519

不燃物 　　t7，720 7，392 8，770 9，395 10，321
合　計 20，484 20，863 22，880 24，190 25，840

　　霧谷埋立地に搬入できるゴミ

　　　総一般家庭から出る不燃物総

◎テレビ、クrラー、冷蔵庫、洗濯機、電子レ

　ンジ、ポット類などの家庭電機製品

◎自転車、ガラス、空ビン、せともの、ガスレン

　ジ、ストーブ類、空カン、スチール家具類など

　（電池は必ず抜き取ってください）

日曜・祭日・時間外は施錠
搬入は月～土曜日、午前8時30分～午後4時30分

　
ゴ
ミ
の
再
利
用
や
産

業
廃
棄
物
処
理
場
の
進

出
な
ど
、
ゴ
ミ
問
題
が

マ
ス
コ
ミ
等
に
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
十
日
町
市
に
も
産

業
廃
棄
物
処
理
場
の
進

出
す
る
動
き
が
あ
り
、

市
と
し
て
反
対
を
表
明

し
ま
し
た
。

　
都
会
で
は
現
在
、
処

理
場
の
不
足
か
ら
地
方

ヘ
ゴ
ミ
を
持
ち
込
ん
で

い
ま
す
。
県
内
に
も
相

当
の
ゴ
ミ
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
衛
生
施
設
組
合
で
は
、

保
健
所
の
指
導
を
受
け
地
域
外
の
ゴ

ミ
や
有
害
物
の
持
ち
込
み
を
防
ぐ
た

め
、
埋
立
地
入
口
を
施
錠
い
た
し
ま

イ
、
ワ
凶
・
臼
”
）
綾

し
た
。
し
た
が
っ
て
、
日
曜
・
祭
日
・

時
間
外
は
搬
入
で
き
ま
せ
ん
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
霧
谷
埋
立
地
を
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一
般
廃
棄
物
の
処
分
場
と
し
て
有
効

に
使
い
長
持
ち
さ
せ
る
た
め
に
、
そ

し
て
、
有
害
物
に
よ
る
汚
染
を
防
ぐ

た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　　　　廃棄物とは
　「廃棄物の処理に関する法律」でいう廃棄物と

は、ごみ燃えがら、汚でい、ふん尿、廃油、廃酸、

廃アルカリ、動物の死体、その他汚物または不用

物であって、固形状または液状の物をいい、「一

般廃棄物」と「産業廃棄物」に区分されています。

　また、「廃棄物の処理に関する法律」は、廃棄物

を適正に処理し、生活環境の保全および公衆衛

生の向上を図る目的で定められています。

◆一般廃棄物

　一般家庭の日常生活に伴って生ずる廃棄物で、

市町村長の責任で適正に処理することが義務付

けられています。

◆産業廃棄物

　事業活動に伴って生じた廃棄物で、法律で19

種類に分類されています。産業廃棄物は、事業者

の責任で適正に処理をすることになっています。

　産業廃棄物の処理は、保健所および市保健衛

生課環境係、衛生施設組合に相談してください。

ま
で
持
っ
て
行
っ
て
自
然
を
汚
し
て

し
ま
う
の
か
？
法
律
以
前
の
モ
ラ
ル

の
問
題
で
す
。
特
に
山
菜
取
り
や
き

の
こ
狩
り
の
時
期
に
目
立
ち
、
わ
た

し
も
そ
の
時
期
は
重
点
的
に
山
の
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　
ゴ
ミ
を
他
人
の
地
所
に
捨
て
れ
ば

廃
棄
物
処
理
法
（
最
高
5
0
万
円
の
罰

金
）
、
河
川
法
、
軽
犯
罪
法
な
ど
に

問
わ
れ
ま
す
。
現
場
を
見
つ
け
た
場

合
は
現
行
犯
逮
捕
す
る
こ
と
も
あ
り

』
ま
す
し
、
ゴ
ミ
を
追
跡
調
査
し
、
不

法
投
棄
者
が
判
明
す
れ
ば
取
り
調
べ

て
罰
金
を
課
し
ま
す
。
現
在
調
査
し

て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
　
「
広
い
山
だ
か
ら
、
自
分
一
人
く

ら
い
ゴ
ミ
を
捨
て
て
も
そ
の
う
ち
腐

っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
」
等
と
考
え
る

の
は
絶
対
や
め
て
く
だ
さ
い
。
美
し

い
自
然
を
守
る
た
め
に
、
不
法
投
棄

は
厳
し
く
取
り
締
ま
り
ま
す
。
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市
議
会
第
三
回
定
例
会
は
、
九
月
十
四
日
か
ら
二
十
六

日
ま
で
の
十
三
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
「
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
」
「
人
権

擁
護
委
員
候
補
者
の
推
せ
ん
」
「
平
成
元
年
度
水
道
事
業
会

計
決
算
認
定
」
「
平
成
二
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
』
な
ど

議
案
十
四
件
、
請
願
六
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
十
一
人
の
議
員
が
立
ち
、
交
通
安
全
対

策
、
環
境
衛
生
、
福
祉
対
策
な
ど
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し

た
。

元
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算
を
認
定

人
　
事
　
関
　
係

　
■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

…
…
竹
内
貫
一
氏
（
川
治
内
後
）

の
再
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
せ
ん
…
…
中
林
秀
一
郎
氏
（
中

町
）
の
擢
せ
ん
に
同
意
し
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
響

　
　
　
　
　
　
　
　
響

　
　
　
　
　
　
　
　
葡
，

　
　
　
　
　
　
　
　
麟
－
漏
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聾
．
闇
．
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灘

条
　
例
　
関
　
係

　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
■
交
通
遺
児
等
援
助
基
金
の

設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
…
…
基
金
の
額

コ
、
○
○
○
万
円
」
を
「
二
、
○

○
○
万
円
」
に
改
正
し
ま
し
た
。

予
算
・
決
算
関
係

　
　
　
（
原
案
可
決
・
認
定
）

　
■
平
成
元
年
度
水
道
事
業
会

計
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

　
■
平
成
二
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
…
…
総
合
公
園
進
入
路

工
事
費
、
建
物
移
転
等
補
償
料
、

義
務
教
育
施
設
整
備
資
金
等
積

立
金
な
ど
二
億
九
、
三
七
八
万
三
、

○
○
○
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

　
■
平
成
二
年
度
各
特
別
会
計

補
正
予
算
…
…

　
▼
国
民
健
康
保
険
　
　
幼
児

用
歯
科
診
療
い
す
の
購
入
、
療

◆◆◆◆◆・◆・◆◆◆◆◆◆◆◆◆．一レ

養
給
付
費
交
付
金
返
納
金
な
ど

一
、
六
八
八
万
七
、
○
○
○
円

を
追
加
し
ま
し
た
。

　
▼
簡
易
水
道
　
　
施
設
改
良

工
事
費
な
ど
二
一
〇
万
円
を
追

加
し
ま
し
た
。

　
▼
下
水
道
事
業
　
　
処
理
場

修
繕
料
な
ど
一
、
八
六
四
万
二
、

○
○
○
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

　
▼
農
業
集
落
排
水
事
業
ー

工
事
関
係
費
一
一
二
万
二
、
○

○
○
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

　
■
平
成
二
年
度
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
…
…

　
資
本
的
支
出
に
お
い
て
消
火

栓
新
設
工
事
費
一
二
七
万
八
、

○
○
○
円
を
追
加
し
、
収
益
的

支
出
に
お
い
て
消
火
栓
移
設
修

理
費
、
受
託
工
事
費
四
三
五
万

円
を
追
加
し
ま
し
た
。

そ
　
　
の
　
　
他

　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　　　　　璽鴛、？一繋謂・？■　　　吸懸．黒罫甲輌・懸　　　壁熟塾囎鱒璽鴨　　　醗望黒鵬繋禦『

　ロ　　　　　　　　　　ぎるビごとぎの　　　もゑほるあぎむ　　　セぼるどロ　あ　　　ぎまきむニこや

市：　　　　昌道i　　庭野　重信　　　　　　　　　　　4・福祉対策について……ホームヘル
認i1・市政一般について・…・・①交通安全　　パー、看護婦、保健婦等の養成機

定i　対策について②福祉施設の充実に　　関について
i　i　ついて③宅地・地代の適正指導に　　　大島　清松
　　　に

：：　ついて　　　　　　　　　　　　1．市政一般について……①資源、環
上i　丸山　喜平　　　　　　　　　　境を守る諸施策等について②市行
川・　　　几一町i　L市政一般について……①讐得バス　　政機関の活性化について
＿1　の運行について②水需要夏につい　　　大島　広栄
　i　て③山間地水田荒廃対策について　1．中学校の給食について……全校実
　コ　：　名地　武文　　　　　　　　　　施の見通しについて
　　＿i1．リゾートについて……開発同意の　2。市道除雪について……住民負担解

採i進捗状況と問題点について　　　　消の見通しについて
択i2．環境衛生政策について……ゴミ減　3．産業廃棄物処理場について……産
ロ　 ロ
　：　量化の具体策について　　　　　　　業廃棄物処理業者の市内進出の動
　コ　：3．福祉施設について……精神薄弱・　　きについて
　ロ　i　障害者厚生施設の具体的計画につ　　　高橋　平八
　i　いて　　　　　　　　　　　　　　1．教育行政について・・～…①学校5日
　i　　渡辺　春吉　　　　　　　　　　制の実施と諸問題にっいて②環境
　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　11．女子消防団育成について……既成　　整備と施設・設備の充実について
　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　i　消防団貝（男子）の後継不足、高　　③学校給食にっいて④スポーツ施i
　i　齢化によりその補充策として　　　　設の整備充実にづいて　　　　　l
　i2．交通安全について……昨年9月議　　　村山隆太郎　　　　　　　　　i
　i　会において交通安全に対し各家庭　1．集落雑廃水対策について……集落i
　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

，
．
ギ

i　に「螢光タスキ」配置の件、その　　排水事業並ぴに下水道事業の今後
むi　対応について　　　　　　　　　　　の対策について　　　　　　　　　
蔑i　　庭野　誠助　　　　　　　　　　　　佐藤　利雄　　　　　　　　　　

潔…1・地域開発について…’美佐島・総1・リゾート関係について…∵・その後…
董遥i　合公園、下島、駅西地区等　　　　　の状況にっいて、　　　　　　　

撫i2．廃棄物処理について……今後の考　2．十目町祭りについて……四大祭り

チ摺　　え方について　　　　　　　　　　　の内、秋祭りにっいて
ゆゴ　ロ

襲i3．まつり行事のあり方について……　　　佐藤　一男
　i①雪まつり会場②生誕地まつりの　1．農政問題について……食管を間接
　ロ　：　宿泊関係③諏訪まつり行事内容等　’統制に変えようとする動きについて

号
線
を
認
定
し
ま
し
た
。

　
■
市
道
の
変
更
…
…
高
島
宮

沢
線
の
終
点
を
変
更
し
ま
し
た
。

　
臼
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締

結
…
…
高
山
保
育
所
、
高
山
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
工

事
請
負
金
額
を
三
一
七
万
七
、
五

五
〇
円
増
額
し
一
億
二
、
六
〇

五
万
六
、
五
五
〇
円
と
し
ま
玄

　
ロ
主
要
地
方
道
十
日
町
六
日

町
線
の
改
良
に
関
す
る
請
願

リ
進
環
量
福
障
い
　
女
消
齢
交
会
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

噌
1
　
　
　
∩
乙
　
　
　
3

（
採
択
）

　
■
市
道
千
歳
町

　
　
0

　
1

一
号
線
の

　
　
　
2

一

部
廃
止
に
関
す
る
請
願
（
継
続

審
査
）

　
■
市
道
大
黒
沢
二
号
線
改
良

工
事
に
関
す
る
請
願
（
採
択
）

　
■
育
児
休
業
法
の
早
期
制
定

を
求
め
る
請
願
（
採
択
）

　
■
「
コ
メ
輸
入
自
由
化
反
対

自
治
体
宣
言
」
に
関
す
る
請
願

（
採
択
）

　
■
塩
之
又
山
荘
払
い
下
げ
に

関
す
る
請
願
（
採
択
）

　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
■
育
児
休
業
法
の
早
期
制
定

に
関
す
る
意
見
書

　
■
原
爆
被
害
者
援
護
法
の
即

時
制
定
を
求
め
る
意
見
書

　
■
造
血
機
能
障
害
者
対
策
の

充
実
に
関
す
る
意
見
書

　
■
コ
メ
輸
入
自
由
化
反
対
都

市
宣
言
に
関
す
る
決
議
（
原
案

可
決
）

○



、
』
、

鯖
朗
艸
に
新
プ
ー
ル
が
完
成

　
七
月
二
日
か
ら
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
た
吉
田
小
学
校
（
白

石
美
千
雄
校
長
）
、
鐙
島
小
学

校
（
若
月
明
校
長
）
両
校
の
プ

ー
ル
が
九
月
十
四
日
完
成
し
、

二
十
二
日
ω
吉
田
小
、
二
十
五

『
8
麟

初泳ぎを楽しんだ鐙島小の子どもたち

日
㈹
鐙
島
小
で
竣
工
式
と
祝
賀

会
が
行
わ
れ
、
新
プ
ー
ル
の
完

成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
完
成
し
た
両
校
の
プ
ー
ル
は
、

強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
F
R
P
）

構
造
の
プ
ー
ル
で
縦
二
十
五
規

横
十
三
耕
（
六
コ
ー
ス
）
。
機

械
室
、
便
所
、
シ
ャ
ワ
ー
槽
、

洗
体
槽
、
足
洗
い
場
、
洗
眼
、

水
呑
な
ど
の
附
帯
設
備
を
も
ち
、

総
工
事
費
約
五
千
四
百
万
円
で

完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
構
造
の
プ
ー
ル
は
、
管

理
が
し
や
す
く
安
全
性
が
高
い

な
ど
に
よ
り
、
市
内
で
初
め
て

取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
す
。

移
動
年
金
相
談
所
を
開
設

　
市
で
は
長
岡
社
会
保
険
事
務

所
の
協
力
を
得
て
、
年
金
に
関

す
る
い
ろ
い
ろ
な
相
談
を
受
け

る
た
め
の
「
移
動
年
金
相
談
所
」

を
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
納
め
忘
れ
た
保
険
料
も
そ
こ

で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、

や
む
を
得
ず
納
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
き
の
相
談
も
お
受
け

し
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、
お
近
く
の
会
場
へ

お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

ロ
相
談
員
　
長
岡
社
会
保
険
事

務
所
と
市
役
所
年
金
係
職
員

■
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
年
金

係
（
費
5
7
1
3
1
1
1
内
線
翅
・

燭
）
へ
。

程表日

日　　　時 会　　場

10月16日（灼

午前

10時30分

　～

午後

　3時

吉田地区公民館

17日㈱ 下条　　〃『

18日㈲ 中条　　〃

19日働 水沢　　〃

23日（刈 市　　役　　所

農家の皆さんへ

農地実態調査に
　　こ協力ください
■問い合わせ　農林課農業振興係（盈57－3111

内線332・333）、農業委員会（費内線120・121）

　または、農業共済組合（智52－2264）へ。

　
市
で
は
、
農
業
共
済
組
合
と

協
力
し
て
、
農
地
台
帳
の
電
算

化
を
進
め
て
い
ま
す
。
農
地
を

正
確
に
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り

転
作
や
共
済
に
対
す
る
不
公
平

感
を
無
く
し
、
営
農
面
で
も
役

立
つ
内
容
の
台
帳
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
十
月
二
十
二
日
㈲
か
ら
農
事

連
絡
員
、
共
済
部
長
さ
ん
を
通

し
て
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。

調
査
票
に
は
、
た
ん
ぽ
一
枚
毎

に
水
張
面
積
を
記
入
し
て
も
ら

う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
調
査
結
果
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

に
入
力
し
、
転
作
・
共
済
の
計

画
書
を
作
成
す
る
予
定
で
す
。

農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
記
入
し
て

も
ら
う
情
報
が
、
農
地
台
帳
の

基
本
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

ン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

1　　　第18回　発明工夫・模型展　　　　1　　　明るい選挙啓発ポスター・標語　　　　i
そ　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　ミ

i　　審査結果　　i　　　審査結果　　　i
い
い
人
を

　
　
い
い
目
で
選
ぶ

　
　
　
　
　
　
国
作
り

　
　
　
　
標
語
の
部

　
　
　
　
　
（
池
田
麻
紀
子
さ
ん
）

発男瓢慧爵賞　模響繋1　　　　ぎりぶ
樋・武光くん（中条小6年）長谷川天平くん（＋中1年㌧　ポスターの部　　を

　第18回発明工夫．模型展に約450点の応募がありまし　1　　　（重野　晃くん）

た。’市長賞、商工会議所会頭賞、アイデア賞、優秀賞を　1　十日町市選挙管理委貝会が募集した「明るい選挙啓発ポスタ

受賞した皆さんと学校賞をご紹介します・　（敬称略）　　1一●標語」に小学生’中学生から266点の応募があり・9月13日

〉発明工未の部　く市長賞〉樋口武光（中条小6年）徳1（木）審査した結果、次の皆さんが選ばれました。（敬称略）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も永勝敏（南中1年）〈会頭賞＞山崎浩太郎（水沢小5年）1〉ポスターの部（応募12点）　く入選＞重野晃（南中3年〉金子

高橋佳三（十中1年）　〈アイデア賞〉村山菜穂（西小4　1正道（水沢中1年〉竹内節士（水沢中1年）

年）桑原浩一（西小5年）新海エミ（十中1年）　　　　1　く佳作＞小海きよ子（名ケ山小6年）柳沢正希（中条中1年）

〉模型の部　く市長賞＞上村公子（水沢小4年）長谷川1春日貴弥（中条中2年）

天平（十中1年）く会頭賞〉本田怜（十小5年）〈優秀1》標語の部（応募254点）　〈入選＞池田麻紀子（東小6年）

賞〉村武宏樹（東小3年）樋口章太郎（馬場小1年）　　1猪沢正人（川治小6年）山本浩貴（東小6年）

》学校賞　　〈発明工夫の部〉西小学校・南中学校　　　　1　く佳作〉小海佳代子（東小6年）南雲陽介（川治小6年）西野

〈模型の部＞水沢小学校・十日町中学校　　　　　　　　1有紀（東小5年〉

一「‘一
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7方役所ぱ容57－3111ぐ〒948チ歳町3一のです

平成2年度市体育協会表彰者　おめでとうございます！

10月10Eヨ（体育の日）夜、ク〔コス10で開かれた第20回体育協会体育祭で、次の個人・団体の皆さんが表彰されました・

　
　
　
　
　
　
し

根
津
政
治
さ
ん
（
故
人
）
と

　
　
　
　
　
　
場
　
。

　
　
（
相
撲
連
盟
）
立
献

　
　
　
　
　
　
的
貢

　
　
　
　
　
　
も
し
　
こ

　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
む

　
　
　
　
　
　
中
興

　
　
　
　
　
　
の
振

　
　
　
　
　
　
盟
撲

　
　
　
　
　
　
連
相

　
　
　
　
　
　
撲
域

　
　
　
　
　
　
相
地

　
　
　
　
　
　
●
て

労者賞】

　　　　　　　　口

●両協会の中心的立場で地区

体育活動・羽根球振興に貢献。

　　　　　【体育功

　　　　　　　藪関

●軟式庭球連盟の中心的立場

で地域軟式庭球振興に貢献。

入　田　　　生　（8） 空　手　道

籾　山　和　央　（13） 〃

江　口　智　子　（1の 水　　　　泳

村　山　智　明　（11） 相　　　　撲

林　　　　力　也　（11） 〃

村　井　　　　望　（12） 陸　　　　上

保　坂　裕　介　（瑚 〃

青　柳　　　　勲　（紛 〃

小宮山　亜　紀　（14） 〃

曽　根　久美子　（13） 〃

小　林　里　織　（拗 〃

風　巻　潤　一　（拗 〃

池　田　哲　弘　（拗 〃

藤ノ木　　　　淳　（17） 空　手　道

籾　山　　　巧　（18〉 〃

入　田　里　美　（18） 〃

中　　条　　F　　C サ　ッ　カ　ー

十日町小学校相撲部 相　　　　撲

下条中学校男子リレーチーム ス　　キ　　ー

吉田中学校女子リレーチーム 〃

中条中学校女子リレーチーム 〃

十日町高校相撲同好会 相　　　　撲

、．許璽畿・・’．．驚蓮ん

●中条地区体協の中心的立場

で地区体育活動振興に貢献。

小　林　里　美　（2① ス　　キ　　ー

後’藤　伸　昭　⑳ 〃

滝　沢　麻由美　（諭 陸　　　　上

山　田　美　紀　（圃 〃

野　上　辰　巳　（拗 〃

内　藤　　　　郭　㈲ ラ　グ　ピ　ー

高　橋　直　美　（1の 陸　　　　上

十日町市陸上競技協会 〃

十日町市陸上競技協会女子
リレーチーム

〃

十日町市陸上競技協会男子
リレーチーム

〃

十日町市駅伝部 〃

吉沢織物野球部 野　　　　球
十日町クラブ（女子） バスケットポール

十日町クラブ（男子） 軟式庭球
十日町クラブ（女子） 〃

中条中学校女子陸上部 陸　　　　上

十日町実業高校スキー部男
子リレーチーム

ス　　キ　　ー

十日町実業高校スキー部女
子リレーチーム 〃

十日町高校男子空手道部 空　手　道

十日町高校女子空手道部 〃

奨　　励　　者　　賞

入　田　　　太　（12） 空　手　道

一
優 秀競技者賞
小　林　雅　幸　（紛 陸　　　　上

成　田　弘　子　（29 〃

岩　田　　　司　（2⑤ 〃

山　口　知香子　⑳ 〃

柳　　　　ヒロ子　（21） 〃

庭　野　孝　子　（2① 〃

渡　部　忠　夫　（ゆ ス　　キ　　ー

富　沢　晴　美　（拗 〃

大　渕　愛　子　（m 〃

桑　原　弥　生　（ゆ 〃

大　嶋　次　郎　（2① 〃

阿　部　　淑　　恵　（22） 〃

山　内　京　子　（1⑳ 〃

斎　木　まゆみ　（㈲ 〃

伊　藤　由　美　（24） バスケットボール

村　山　　トミ子　⑬ 軟式庭球
山　田　綾　子　（21〉 〃

根　津　明　子　（21） 〃

西　野　弘　幸　（22） 空　手　道

田　海　哲　也　（29 相　　　　撲

長　津　和　広　（拗 〃

＼

後期の学校開放
臼開放校　小学校…十日町、東、西、

赤倉、中条、飛渡第一・二、川治、

六箇、八箇、吉田、名ケ山、鐙島、

東下組、水沢、野中、馬場、珠田

分校

中学校…十日町、中条、南、吉田、

下条、水沢

■利用できる人　市内に在住または

勤務する人が10人以上で構成する

責任者が明確な団体

■申し込み　11月3日（土）までに所定

の申込用紙に記入のうえ、総合体

育館へ。

トレーニング＆フィットネスカウンセリング

　　　　ー　ヘルスパイオニアタウン事業
あなたに合ったトレーニング方法を教えます。気軽にご参加ください。

■と　　き　〈昼の部〉　毎週火曜日：午前9時30分～11時30分

回　数 1回目 2回目 3回目 4回目 5回目 6回目 7回目 8回目
期　日 11／6 11／13 11／20 11／27 12／4 12／11 12／18 12／25

〈夜の部〉　毎週木曜日：午後7時30分～9時30分

回　数 1回目 2回目 3回目 4回目 5回目 6回目 7回目 8回目
期　日 11／8 11／15 11／22 11／29 12／6 12／13 12／20 12／27

■ところ　　総合体育館トレーニング室ほか。

■受講料　　無　料（ただし、体力テスト用紙代50円が必要です）

■用意する物　スポーツウェア、屋内シューズ、筆記用具、着替え

■申し込み　　総合体育館（費52－4377）へ。随時に受け付けています。

p
、
，



　　平成2年度健康づくり作文入賞者
　ヘルスパイオニアタウン事業の一つとして募集した「健康づくり作文」

に1雛点の応募があり、次の皆さんが入賞しました。　（敬称略）

■最優秀賞　水野五月（十日町小2

年）

■優秀賞　中島安彦（東小1年）小

林勇人（西小1年）野上幸寿（鐙島

小2年）

■入選　春日崇寛、町田古都美（十

日町小1年）小林初美（川治小1年）

中島聖子（十日町小2年）池田奈緒

美（中条小2年）池田達真（東小2

年）水落有希子（下条小2年）小島．

衣理（東下組小2年）上村裕子（水

沢小2年）田口さとみ（西小2年）

小学校中学年の部（応募49点）

■最優秀賞　相場涼子（中条小4年）

■優秀賞　丸山和輝（十日町小3年）

中沢和宏（水沢小3年）高橋知佳子

（西小3年）

■入選　越井梓美、滝沢祥子（東小

3年）斎木正文（八箇小3年）小杉

亜由美（下条小3年）高橋佳代（十

日町小4年〉鈴木真智子（東小4年）

水落英男（飛二小4年）阿部昭仁（川

治小4年）柳浩幸（吉田小4年）金

子晶子（西小4年）

小学校高学年の部（応募42点）

■最優秀賞樋口直美（中条小6年）

■優秀賞　岩田利浩（中条小5年）

俵山優子（十日町小6年）村山みゆき

（東小6年）

■入選　田村幸恵（十日町小5年）大

島恭子（東小5年）水落沙織（飛二小

　　　　　　　　　・摩

　　　　　　　　　　　　　　講ノ
　　　　　　　　　　　　議

5名の皆さんが最優秀賞に輝きました。

これからも健康づくりに励んでください。

5年）松沢美和子（川治小5年）丸山

美里（吉田小5年）水落雅子（下条

小5年）俵山ひとみ（六箇小6年）江

村匠史（鐙島小6年）長谷川恵子（下

条小6年）宮沢世津子（水沢小6年〉

中学生の部（応募47点）

ロ最優秀賞　山田智恵子（下条中3

年）

■優秀賞　丸山直樹、小杉龍（下条

中2年）宮沢栄輔（水沢中3年）

■入選　村山しのぶ（南中1年）馬場

涼子（吉田中1年）生越麻理（下条中

1年）太田裕子（十日町中2年）出口

今日子（南中2年）井口祐子（水沢中

2年）春日めぐみ（中条中3年〉高

橋真紀子・岡村恵子（南中3年）水

落和代（下条中3年）

一般の部（応募4点）

■最優秀賞　中島きみ子（新座2）

■入選　庭野とく代（学校町1）藤

原サダ（城之古東町）大津又八（山

本町5）

　　　＋日町市社会福祉功労受賞者
　9月29日GD、第26回社会福祉大会が市民会館で行われ、長年社会福祉に

貢献された個人13名と3団体が表彰されました。　（敬称略）

》石沢正二郎（65歳・土市1）尾身美

教（90歳・鉢1）松井愛美（60歳・本

町西1）柳実（72歳・泉町）桑原一郎

（71歳・名ケ山）小海徳治（74歳・四

日町2）関口美枝（43歳・昭和町1〉

藤ノ木光雄（56歳・高田町3東）生越

伊三郎（82歳・下条栄町）服部イネ

（67歳・泉町）久保田ケサノ（58歳・

新水）樋熊キク（68歳・新座1）福

島虎次（72歳・水沢3）

野中緑の少年団（野中小学校内）朗

読サークル（代表市川能里子・四日

町中原）手話サークル（代表古沢幸

男・北鐙坂3）

灘祉

影の力となって社会福祉の向上に尽くされ

ました。これからもよろしくお願いします。

、
糞
麺
綾
籔
墜
鞍
鷺
懸
翻
棚

羅擾

健康づくりをやっていますか。定期的に検診を

受けてくださいね。

　タ　い　　　グ　　ロ　リ
　麟、　’．．．．　贈

丸山市長も初体験。「すこ

やか号」での体力診断

たくさんのチビッコが挑戦

した「健康七ケ寺めぐり」

　　　　　．懇・慰』紅3誓亮，・’i．罫、

騰漆蓉．累響、、』3．唾戴、△『等2．寄

　高齢者、身障者の皆さんのすばらしい力作が

　いっぱい展示されました。

　　福祉機器の説明にも力が入ります。熱心に耳

　　を傾けていました。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
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藻
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染色デザイナー
　　協会創立20周年
～クロス10で記念式典と図案展～

，

．
諺
　
　
　
…
羅

＊

＊

　
十
日
町
染
織
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会
（
藤
本
迫

則
会
長
・
会
員
数
二
十
二
入
）
で
は
創
立
二

十
周
年
を
迎
え
、
十
月
四
日
㈲
ク
ロ
ス
ー
0
に

お
い
て
、
記
念
式
典
と
祝
賀
会
を
開
き
、
あ

わ
せ
て
記
念
図
案
展
、
記
念
誌
の
発
行
を
行

い
ま
し
た
。

　
同
協
会
は
昭
和
四
十
六
年
、
八
人
の
デ
ザ

イ
ナ
ー
が
集
ま
り
発
足
し
て
以
来
、
毎
年
二

回
の
協
会
展
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
図
案
展
は
翌
十
日
働
に
一
般
公
開
さ
れ
、

す
ば
ら
し
い
作
品
を
市
民
や
織
物
関
係
者
な

ど
が
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

すばらしい図案にため息も

＊

じさん

、りがとう
山内さんに感謝する会～

　
三
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
高
田
町

と
本
町
の
交
差
点
に
立
ち
、
十
小
児

童
と
市
民
を
交
通
事
故
か
ら
守
っ
て

き
た
山
内
与
喜
男
さ
ん
を
十
日
町
小

学
校
に
迎
え
、
九
月
二
十
日
㈲
、
十

小
児
童
と
P
T
A
が
、
「
山
内
さ
ん
に

感
謝
す
る
会
」
を
開
き
ま
し
た
。

　
児
童
会
・
P
T
A
か
ら
の
感
謝
状

や
記
念
品
の
贈
呈
が
あ
っ
た
後
、
毎

日
交
差
点
に
立
っ
て
い
る
山
内
さ
ん

の
姿
が
ス
ラ
イ
ド
で
映
し
出
さ
れ
、

お
あ
極
子
ど
も
た
ち
の
交
通
安
全
哲
、
四
い
の
一
一
一
百

、
　
　
　
岸
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
今
で
は
親

㌧
　
　
　
4

色
画
子
二
代
に
わ
た
り
山
内
さ
ん
に
お
世

　
　
　
　
十
話
に
な
っ
て
い
る
人
も
大
勢
い
ま
す
。

黄　
　
　
　
～
　
山
内
さ
ん
は
、
「
わ
た
し
は
た
だ
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

灘
．
　
　
　
　
　
　
た
り
前
の
こ
と
を
し
て
き
た
だ
け
。

　
　
　
　
　
　
か
わ
い
い
小
学
生
と
毎
日
顔
を
合
わ

　
　
　
　
　
　
せ
、
あ
い
さ
つ
を
し
、
握
手
が
で
き
て
、

　
　
　
　
　
　
わ
た
し
は
日
本
一
の
幸
せ
者
で
す
。

　
　
　
　
　
　
こ
の
感
激
を
胸
に
今
後
と
も
世
の
中

　
　
　
　
　
　
に
尽
く
し
て
行
き
た
い
」
と
、
喜
び

　
　
　
　
　
　
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

～
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
ち

　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
た

盤
．

明
る
く
楽
し
い

　
　
　
　
　
　
お
お
な
っ
子

　
ぼ
く
た
ち
中
条
小
学
校
お
お
な
児
童

会
で
は
、
あ
い
さ
つ
運
動
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
あ
い
さ
つ
運
動
を
広
げ
る

た
め
に
「
あ
い
さ
つ
ア
イ
ち
ゃ
ん
」
と
い

う
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
作
り
ま
し
た
。

七
月
に
は
、
毎
朝
ア
イ
ち
ゃ
ん
の
旗
を

持
っ
て
、
「
世
界
一
の
あ
い
さ
つ
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
し
て
、
全
校
の
み
ん
な
に

みんな元気に「あいさつ運動」

呼
び
か
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
前

よ
り
も
元
気
な
あ
い
さ
つ
が
学
校
中
に

ひ
ぴ
き
わ
た
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
目
標
の
「
世
界
一
」

一φ『，

萱

中
条
小
学
校

（
松
井
定
延
校
長
・
児
童
数
三
六
五
人
）

樋口武光くん
　（6年）

に
は
と
ど
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
が

ん
ば
っ
て
続
け
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
中
条
小
で
は
、
児
童
会
と
は
別
に
、

全
校
活
動
と
い
う
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
一
～
六
年
生
全
員
が
十
二
の
班
に

分
か
れ
て
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
ま
す
。

一
学
期
に
み
ん
な
で
植
え
た
さ
つ
ま
い

も
も
、
す
く
す
く
と
育
っ
て
、
も
う
す

ぐ
行
う
い
も
掘
り
が
楽
し
み
で
す
。
五

年
生
が
社
会
の
勉
強
で
作
っ
た
米
も
、

豊
作
で
し
た
。
十
一
月
の
収
穫
祭
で
は

全
校
で
、
い
も
と
米
が
た
く
さ
ん
と
れ

収穫祭が楽しみな「いも掘り」
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國響蔑響馴曝野
全国から参加した13，000人の熱気あふれる大行進

生
誕
地
ま
つ
り
に
三
万
五
千
人
の
人
出

　
　
　
　
～
前
夜
祭
の
灯
籠
流
し
も
盛
大
に
～

　
十
月
六
日
㈹
」
七
日
㈲
の
二
日
間
、

第
十
四
回
生
誕
地
ま
つ
り
が
開
か
れ

ま
し
た
。
こ
の
ま
つ
り
は
、
立
正
佼

成
会
開
祖
会
長
・
庭
野
日
敬
先
生
の

生
誕
地
の
菅
沼
に
錬
成
道
場
が
建
設

さ
れ
た
の
を
機
に
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
六
日
の
菅
沼
・
大
池
の
前
夜
祭
で

は
、
雨
あ
が
り
の
中
万
灯
行
進
と
灯

籠
流
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
燃
え
上

が
る
炎
と
勇
壮
な
太
鼓
、
三
百
個
の

灯
籠
が
池
に
映
え
、
光
と
音
の
シ
ョ

ー
に
千
五
百
人
の
観
衆
が
魅
了
さ
れ

ま
し
た
。
翌
七
日
は
、
全
国
か
ら
一

万
三
千
人
の
熱
心
な
信
者
が
集
ま
り
、

各
地
の
郷
土
芸
能
を
繰
り
広
げ
な
が

ら
の
「
纏
・
万
灯
・
踊
り
の
パ
レ
ー

ド
」
に
、
金
子
清
県
知
事
を
は
じ
め
、

沿
道
を
埋
め
つ
く
し
た
市
民
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
行
進
の
最
後
は
、
三
年
ぶ
り
に
ク

ロ
ス
ー
0
で
閉
会
式
が
行
わ
れ
、
聖
火

が
と
も
る
中
、
先
生
の
ご
長
寿
と
世

界
平
和
を
願
い
、
二
日
間
の
ま
つ
り

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

馬
誕
　
　
　
霧
．
　
　
　
　
　
』
置
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“
　
　
　
島

占
　
　
　
『
。
を

舌、、
ノ

鹸

な
　
ロ

．
凝

た
お
祝
い
を
し
ま
す
。

　
ま
た
、
九
月
二
十
六
日
に
は
、
や
は

り
全
校
活
動
と
し
て
、
　
「
ク
リ
ー
ン
活

「クリーン活動」で施設をきれいに

動
」
を
行
い
ま
し
た
。
笹
山
球
場
や
陸

上
競
技
場
な
ど
の
中
条
小
学
校
区
に
あ

る
大
切
な
公
共
施
設
を
き
れ
い
に
し
、

人
々
が
気
持
ち
よ
く
使
っ
て
ほ
し
い
と

心
を
こ
め
て
行
い
ま
し
た
。
ク
リ
ー
ン

活
動
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の

施
設
を
よ
ご
さ
ず
、
大
切
に
し
よ
う
と

す
る
気
持
ち
を
持
ち
続
け
た
い
と
考
え

実
行
し
て
い
ま
す
。

　
豊
か
な
自
然
と
い
ろ
い
ろ
な
施
設
に

囲
ま
れ
な
が
ら
、
児
童
会
の
歌
に
あ
る

よ
う
に
、
　
「
明
る
く
楽
し
い
お
お
な
っ

子
」
で
い
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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今
年
で
会
を
結
成
し
て
十
五
年
、
現

在
二
十
代
か
ら
四
十
代
の
会
員
約
七
十

数
名
で
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
結
成

当
時
は
、
青
年
団
活
動
が
衰
退
し
て
い

た
時
期
で
、
地
域
内
の
青
年
層
が
集
ま

る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
っ
て
よ

く
、
新
興
の
住
宅
地
を
抱
え
て
い
る
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
同
じ
年
代
で

あ
っ
て
も
名
前
も
知
ら
な
い
人
が
多
い

と
い
う
状
況
で
し
た
。

　
し
か
し
、
今
で
は
各
種
の
行
事
を
通

じ
て
、
地
域
内
の
青
壮
年
の
親
睦
、
融

和
に
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
ま
で
に
な

っ
て
い
ま
す
。
希
望
的
に
は
、
女
性
会

員
が
一
人
も
い
な
い
会
の
た
め
、
女
性

が
加
わ
れ
ば
、
ま
た
変
わ
っ
た
新
し
い

活
動
の
展
開
が
で
き
る
も
の
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
年
間
行
事
と
し
て
、
地
区
民
運
動
会
、

十
五
夜
ま
つ
り
演
芸
会
、
少
年
野
球
・

少
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
地
区
民
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
娯
楽
大
会
な
ど
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
メ
ー
ン
は
、
夏
の

地
区
民
運
動
会
と
秋
の
十
五
夜
ま
つ
り

演
芸
会
で
、
全
会
員
を
挙
げ
て
開
催
し

て
い
ま
す
。
中
で
も
、
先
月
の
十
四
日

に
行
わ
れ
た
十
五
夜
ま
つ
り
演
芸
会
は
、

一
時
期
中
断
さ
れ
て
い
た
も
の
を
復
活

さ
せ
た
も
の
で
、
地
区
の
婦
人
会
や
会

員
の
奥
さ
ん
方
の
力
を
借
り
な
が
ら
開

催
し
、
年
々
盛
大
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
区
伝
統
の
「
村
芝
居
」
で
は
、
今

ま
で
に
「
佐
渡
情
話
」
や
「
一
本
刀
土

俵
入
り
」
な
ど
を
演
じ
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
は
、
芝
居
が
復
活
し
て
十
作
目
と

い
う
節
目
と
い
う
こ
と
で
、
念
願
の

「
夕
鶴
」
を
上
演
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
先
も
長
く
演
芸
会
を
続
け
、

地
域
の
人
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば

と
念
願
し
て
い
ま
す
。

1「一　『下



上．

　一＿一

まちかご

團っ罐各舗鶉離菱
流を深めています。青年団を存続さ

せて行くためにも若者の定着は必要

です。若者が地元に残ったりUター

ンするためにも魅力ある雇用の場が

必要だと思いますが、リゾート開発

はその意味でも果たす役割は大きい

と思います。

　リゾートの中で若者が働ける雇用

の場は、どんな職種でどのくらいの

人数が確保できるのでしょうか。ま

た、市民が交流を深める場所や施設

の利用が可能なリゾートになるので

しょうか。お伺いします。

團、擁轟熱査鍍
産業です。仕事の種類は、例え、ばホ

テルマン、スポーツインストラクタ

ー
、
別荘管理、ペンション経営、事

務員など多種多様にわたります。さ

らに、こうした直接施設に関わるも

上村吉雄さん（水沢地区連合青年団長）

のだけでなく、イベント企画運営、

リゾート地内への野菜や花などの出

荷など波及業務も考えられます。

また、リゾート都市建設は新たな

市場を誘致することとなり、地場産

業を含めた十日町市全体の経済が活

性化することが期待できます。

現在、直接雇用だけでも約1，200人

と試算していますが、これらの中心

は、是非とも地域の若い人たちに担

っていただきたいと考えています。

また、この計画ではコンベンショ

ンホールや各種研修施設など、大規

模なものから小グループ的なものま

で、様々な分野の人々が出会い、交

流する場を提供し、支援したいと考

えています。

　リゾートは本来、滞在地・生活地

であり、すなわち『街』です。地元、

都市生活者、企業など様々な人々に

大いに利用していただき、活気ある

『街』づくりに参加していただきた

いと考えています。　（地域開発室）

この欄では、皆さんのところに

お伺いして市役所の仕事などでわ

からないことや疑問点について担

当課でお答えします。近所の話題。

而に対する提言、ご意見をお待ち

してし，、ますのでご連絡ください。

圃連絡先／総務課文書広報係

　　（智57－3411内線213・244）
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私
の
ふ
る
さ
と
n

す
。
生
ま
れ
た
の
n

内
で
、
そ
の
こ
ろ
就

れ
た
日
本
一
の
種
申

北
海
道
な
ら
で
は
（

そ
し
て
清
ら
か
に
ゆ

に
種
畜
場
の
役
所
h

菜
、
肉
な
ど
の
生
》

豊
富
で
、
種
畜
場
」

人
さ
ん
と
の
交
流
・

い
パ
ラ
ダ
イ
ス
で
』

　
そ
の
後
、
札
幌
｛

し
た
。
家
は
父
2

族
が
多
く
、
ま
た

楽
愛
好
家
で
し
た
。

ピ
ア
ノ
、
琴
、
三
晶

大
変
に
ぎ
や
か
な
｛

い
ま
す
。

　
そ
の
こ
ろ
二
人
一

音
楽
指
導
を
し
て
，

た
し
の
方
は
音
楽
・

好
き
で
、
誰
か
の
⊥

る
と
、
即
席
で
踊

の
叔
父
が
わ
た
し
に

く
れ
ま
し
た
が
、
わ

よ
り
も
踊
り
の
方
が

奏
で
る
曲
を
耳
に
す

り
ま
く
っ
て
い
た
も

机賊廊
知幕診

鮒。

6

は
北
海
道
札
幌
市
で

は
札
幌
郊
外
の
真
駒

政
府
の
政
策
で
作
ら

畜
場
が
あ
り
ま
し
た
。

の
大
森
林
と
大
草
原

流
れ
る
川
、
そ
の
中

が
あ
り
ま
し
た
。
野

活
必
需
品
す
べ
て
が

に
招
か
れ
て
い
た
外

も
深
く
、
す
ば
ら
し

し
た
。

の
市
街
地
に
移
り
ま

弟
や
姉
妹
な
ど
、
家

一
家
を
あ
げ
て
の
音

。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

味
線
、
筑
前
琵
琶
と

家
だ
っ
た
と
覚
え
て

’
oり9

の
で
す
。
今
わ
た
し
が
取
り
組
ん
で
い

る
創
作
舞
踊
の
原
点
が
そ
こ
に
あ
っ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
戦
後
上
京
し
、
遠
戚
に
あ
た
る
夫
と

結
婚
、
十
日
町
の
人
と
な
り
ま
し
た
。

小
泉
は
な
ぜ
か
ふ
る
さ
と
の
匂
い
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
人
情
の
豊
か
さ
、

四
季
の
豊
か
さ
、
自
慢
の
第
二
の
ふ
る

さ
と
で
す
。

　
「
故
郷
の
山
に
向
い
て
い
う
こ
と
な

し
故
郷
の
山
は
有
難
き
か
な
」
啄
木
の

う
た
の
と
お
り
、
十
日
町
に
感
謝
を
こ

め
、
わ
た
し
に
与
え
ら
れ
た
仕
事
に
精

進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

島田智恵子さん
　（小泉1・64歳）

北海道札幌市



結
朗
艸
に
新
プ
ー
ル
が
完
成

　
七
月
二
日
か
ら
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
た
吉
田
小
学
校
（
白

石
美
千
雄
校
長
）
、
鐙
島
小
学

校
（
若
月
明
校
長
）
両
校
の
プ

ー
ル
が
九
月
十
四
日
完
成
し
、

二
十
二
日
出
吉
田
小
、
二
十
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

嚢

初泳ぎを楽しんだ鐙島小の子どもた

日
㈹
鐙
島
小
で
竣
工
式
と
祝
賀

会
が
行
わ
れ
、
新
プ
ー
ル
の
完

成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
完
成
し
た
両
校
の
プ
ー
ル
は
、

強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
F
R
P
）

構
造
の
プ
ー
ル
で
縦
二
十
五
眉

横
十
三
材
（
六
コ
ー
ス
）
。
機

械
室
、
便
所
、
シ
ャ
ワ
ー
槽
、

洗
体
槽
、
足
洗
い
場
、
洗
眼
、

水
呑
な
ど
の
附
帯
設
備
を
も
ち
、

総
工
事
費
約
五
千
四
百
万
円
で

完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
構
造
の
プ
ー
ル
は
、
管

理
が
し
や
す
く
安
全
性
が
高
い

な
ど
に
よ
り
、
市
内
で
初
め
て

取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
す
。

移
動
年
金
相
談
所
を
開
設

　
市
で
は
長
岡
社
会
保
険
事
務

所
の
協
力
を
得
て
、
年
金
に
関

す
る
い
ろ
い
ろ
な
相
談
を
受
け

る
た
め
の
「
移
動
年
金
相
談
所
」

を
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
納
め
忘
れ
た
保
険
料
も
そ
こ

で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、

や
む
を
得
ず
納
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
き
の
相
談
も
お
受
け

し
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、
お
近
く
の
会
場
へ

お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

■
相
談
員
　
長
岡
社
会
保
険
事

務
所
と
市
役
所
年
金
係
職
員

ロ
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
年
金

係
（
費
5
7
i
3
1
1
1
内
線
魍
・

燭
）
へ
。

程表日

日　　　時 会　　場

10月16日（カ

午前

10時30分

　～

午後・

　3時

吉田地区公民館

17日㈱ 下条　　〃

18日㈱ 中条　　〃

19日㈹ 水沢　　〃

23日（幻 市　　役　　所

　　　農家の皆さんへ

農地実態調査に
　　　こ協力ください
■問い合わせ　農林課農業振興係（智57－3111

　内線332・333）、農業委員会（智内線120・121）

　または、農業共済組合（智52－2264）へ。

　
市
で
は
、
農
業
共
済
組
合
と

協
力
し
て
、
農
地
台
帳
の
電
算

化
を
進
め
て
い
ま
す
。
農
地
を

正
確
に
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り

転
作
や
共
済
に
対
す
る
不
公
平

感
を
無
く
し
、
営
農
面
で
も
役

立
つ
内
容
の
台
帳
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
十
月
二
十
二
日
㈲
か
ら
農
事

連
絡
員
、
共
済
部
長
さ
ん
を
通

し
て
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。

調
査
票
に
は
、
た
ん
ぽ
一
枚
毎

に
水
張
面
積
を
記
入
し
て
も
ら

う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
調
査
結
果
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

に
入
力
し
、
転
作
・
共
済
の
計

画
書
を
作
成
す
る
予
定
で
す
。

農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
記
入
し
て

も
ら
う
情
報
が
、
農
地
台
帳
の

基
本
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

1　　　第18回　発明工夫・模型展　　　1　　　明るい選挙啓発ポスター・標語　　　　i
く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

i　　 審査結果　　　i　　　審査結果　　働　1

い
い
人
を

　
　
い
い
目
で
選
ぶ

　
　
　
　
　
　
国
作
り

　
　
　
　
標
語
の
部

　
　
　
　
　
（
池
田
麻
紀
子
さ
ん
）

鑛繋

幾

樋ロ武光くん（中条小6年）長谷川天平くん（＋中1年㌧　ポスタ吻部　　　を　　　　1
第18回発明工夫・模型展に約45・点の応募がありまし；　（重野晃くん）　　　　　　　1
た。市長賞、商工会議所会頭賞、アイデア賞、優秀賞を　1　十日町市選挙管理委員会が募集したr明るい選挙啓発ポスタ　1

受賞した皆さんと学校賞をご紹介します・　（敬称略）　　1一・標語」に小学生・中学生から266点の応募があり、9月13日　l

l〉発明工未の部　く市長賞〉樋口武光（中条小6年）徳1休）審査した結果、次の皆さんが選ばれました。　（敬称略〉　　1

永勝敏（南中1年）く会頭賞＞山崎浩太郎（水沢小5年）1》ポスターの部（応募12点）〈入選〉重野晃（南中3年）金子i

高橋佳三（十中1年）　〈アィデア賞〉村山菜穂（西小4　1正道（水沢中1年）竹内節士（水沢中1年）　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぞ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
年）桑原浩一（西小5年）新海エミ（＋中1年）　1く佳作＞小海きよ子（名ケ山小6年）柳沢正希（中条中1年）i

〉模型の部　〈市長賞＞上村公子（水沢小4年）長谷川1春日貴弥（中条中2年）　　　　　　　　　　　　・　　　1

天平（十中1年）〈会頭賞＞本田怜（十小5年）〈優秀ミレ標語の部（応募254点）　〈入選〉池田麻紀子（東小6年）　　1

賞〉村武宏樹（東小3年）樋口章太郎（馬場小1年）　　ミ猪沢正人（川治小6年）山本浩貴（東小6年）　　　　　　　1

》学校賞く発明工夫の部〉西弾校・南中学校　罫佳作〉小海佳代子（東小6年）南雲陽介（川治小6年）西野i

〈模型の部〉水沢小学校・十日町中学校　　　　　　　　1有紀（東小5年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

一1T



　　　　　　　　一
」』

市膠1役所は容57－3111仔948チ歳町3一のです

平成2年度市体育協会表彰者　おめでと賛ざいます！
10月101ヨ（体育の日）夜、クロス10で開かれた第20回体育協会体育祭で。次の個人・団体の皆さんが表彰されました・

　
　
　
　
　
　
し

根
津
政
治
さ
ん
（
故
人
）
と

　
　
　
　
　
　
場
。

　
　
（
相
撲
連
盟
）
立
献

　
　
　
　
　
　
的
貢

●相撲連盟の中心

て地域相撲振興に

労

太
田
正
義
－
ん
織

（
鐘
蕪
．
弘
歳
）
鷺

『
、
ー
両
育

一
、
●
体

功
関
谷
吉
次
さ
ん
蝪
献

　
　
　
　
　
　
　
　
　

育
（
軟
式
庭
球
連
盟
由
歳
）
心
に

　
　
　
　
　
　
　
中
興

体
・
・
」
．
・
の
振

【

●軟式庭球連盟

で地域軟式庭球

入　田　　　生　（8） 空　手　道．

籾　山　和　央　（1紛 〃

江　口　智　子　（ゆ 水　　　　泳

村　山　智　明　（11） 相　　　　撲

林　　　　力　也　（11） 〃

村　井　　　　望　（12） 陸　　　　上

保　坂　裕　介　（紛 〃

青　柳　　　　勲　（紛 〃

小宮山亜　紀　（紛 〃

曽　根　久美子　（13） 〃

小　林　里　織　（18） 〃

風　巻　潤　一　（18〉 〃

池　田　哲　弘　（18） 〃

藤ノ木　　　　淳　（17） 空　手　道

籾　山　　　巧　（18） 〃

入　田　里　美（捌 〃

中　　条　　F　　C サ　ッ　カ　ー

十日町小学校相撲部 相　　　　撲

下条中学校男子リレーチーム ス　　キ　　ー

吉田中学校女子リレーチーム 〃

中条中学校女子リレーチーム 〃

十日町高校相撲同好会 相　　　　撲

●中条地区体協の中心的立場

で地区体育活動振興に貢献。

小　林　里　美　（2① ス　　キ　　ー

後　藤　伸　昭　（22） 〃

滝　沢　麻由美　（紛 陸　　　　上

山　田　美　紀　（13） 〃

野　上　辰　巳　（拗 〃

内　藤　　　　郭　（2⑤ ラ　グ　ビ　ー

高　橋　直　美　（14） 陸　　　　上

十日町市陸上競技協会 〃

十日町市陸上競技協会女子
リレーチーム

〃

十日町市陸上競技協会男子
リレーチーム

〃

十日町市駅伝部 〃

吉沢織物野球部 野　　　　球
十日町クラブ（女子） バスケットボール

十日町クラブ（男子） 軟式庭球
十日町クラブ（女子） 〃

中条中学校女子陸上部 陸　　　　上

十日町実業高校スキー部男
子リレーチーム

ス　　キ　　ー

十日町実業高校スキー部女
子リレーチーム

〃

十日町高校男子空手道部 空　手　道

十日町高校女子空手道部 〃

奨　　励　　者　　賞

入　田　　　太　（拗 空　手　道

’
優 秀競技者賞
小　林　雅　幸　（10 陸　　　　上

成　田　弘　子　（29 〃

岩　田　　　司　（2⑤ 〃

山　口　知香子　（21） 〃

柳　　　　ヒロ子　⑳ 〃

庭　野　孝　子　⑫① 〃

’渡　部　忠　夫　（19 ス　　キ　　ー

富　沢　晴　美　（拗 〃

大　渕　愛　子　（17） 〃

桑　原　弥　生　（19 〃

大　嶋　次　郎　（2① 〃

阿　部　　淑　恵　（22） 〃

山　内　京　子　（19 〃

斎　木　まゆみ　（紛 〃

伊　藤　由　美’（24〉 バスケットボール

村　山　　トミ子　（43） 軟式庭球
山　田　綾　子　（21） 〃

根　津　明　子　⑳ 〃

西　野　弘　幸　（22） 空　　手　道

田　海　哲　也　（29 相　　　　撲

長　津　和　広　（拗 〃

＼

後期の学校開放
■開放校　小学校…十日町、東、西、

赤倉、中条、飛渡第一・二、川治、

六箇、八箇、吉田、名ケ山、鐙島、

東下組、水沢、野中、馬場、珠田

分校

中学校…十日町、中条、南、吉田、

下条、水沢

■利用できる人　市内に在住または

勤務する人が10人以上で構成する

責任者が明確な団体

■申し込み　11月3日（土）までに所定

の申込用紙に記入のうえ、総合体

育館へ。

トレーニング＆フィットネスカウンセリング

　　　　ー　ヘルスパイオニアタウン事業
あなたに合ったトレーニング方法を教えます。気軽にご参加ください。

ロと　　き　く昼の部〉　毎週火曜日：午前9時30分～11時30分

回　数 1回目 2回目 3回目 4回目 5回目 6回目 7回目 8回目

期　日 11／6 11／13 11／20 11／27 12／4 12／11 12／18 12／25

〈夜の部〉　毎週木曜日：午後7時30分～9時30分

回　数 1回目 2回目 3回目 4回目 5回目 6回目 7回目 8回目
期　日 11／8 11／15 11／22 11／29 12／6 12／13 12／20 12／27

■ところ　　総合体育館トレーニング室ほか。

ロ受講料　　無　料（ただし、体力テスト用紙代50円が必要です）

■用意する物　スポーツウェア、屋内シューズ、筆記用具、着替え

■申し込み　　総合体育館（豊52－4377）へ。随時に受け付けています。

で
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満1歳の記念植樹

■対象平成元年4月2日～2年
　4月1日に生まれた子。

■と　き　11月4日（日）午前10時から。

■ところ　十日町総合公園（諏訪神

　社裏）

ロ申し込み　対象者全員に往復ハガ

　キでご案内します。10月15日（月）ま

　でに返信ください。

闇参加費　1，000円

■問い合わせ　商工観光課観光係

　（費内線231・234）へ。

企業ビデオ貸し出し

　市では若年労働者の雇用を一層進

めるため、ビデオテープによる企業

ガイドを作っています。今年も、活

気みなざる5社を収録し、会社の沿

革や業務概要、仕事の内容を6～8

分程度で編集してあります。無料で

貸し出しますので、ぜひご利用くだ

さい。

■申し込み　商工観光課商工労政係

　（智内線231・234）へ。

平成2年度婦人学級
“家族・家庭”再考！今・未来

■と　き　10月～12月（8回）

剛学習日　毎週木曜日午後7時～9

時30分

■ところ　十日町市公民館第5学習

室

日講　師　松田鉄夫先生（元塩沢商

工校長）

■受講料　無料。ただし、テキスト

代（「子育て」一21世紀の設計一

　ぎょうせい）1，300円が必要です。

ロ申し込み　連絡用ハガキ（本人宛

名書き）を3枚添えて十日町市公

民館（学校町1費57－5011）へ。

無料法律相談
　新潟県弁護士会法律センターでは、

市民を対象とした巡回無料法律相談

を行います。

■と　き　10月26日㈹午前10時～午

　後3時

■ところ　保健センター3階集団指

　導室

磨相談担当者　畑　七起弁護士、小

林彰弁護士
■申し込み　予約制（1人30分）で

すので、10月19日働までに市民課

市民係（智内線143・147）へ。

第23回市美術展
■と　　き　　10月28日（日）～31日（水）までろ

　午前9時～午後8時（ただし、31

　日は午後4時まで）

■ところ　十日町市公民館（市民会

　館）

■展示作品　日本画、洋画、前衛（新

　しい美術）、彫塑、工芸、書道、

　写真

■入場料無　料

※作品を出品する人は、10月19日働

午前9時から午後8時30分までに、

十日町市公民館に持参してください。

くらしの巡回講座
　一一般消費者を対象に、暮らしに役

立つ知識や最近の消費生活情報など

を勉強していただきます。ぜひ、参

加ください。

■と　き　10月23日（幻午後1時30分

　から。

■ところ　水沢地区公民館

5内　容①若者や高齢者をめぐる

　トラブルの防止②これからの消費

　者に望まれるもの、などの講話が

　あります。

■講師椿チギさん（県消費生
活センター所長）

■問い合わせ　商工観光課商工労政

係（智内線231・234）へ。

徽脚脚翻』隔㎜～蹴糊糊一＿旧脚劉

贋ず消ぞラ火への鉱1

◎火事が多発Lています

　　火災が発生しやすい気候となる時

　季を迎え、10月26日㈹から秋の火災

　予防運動が始まります。

　十日町地域消防本部管内では、今

　年になってから34件の火災が発生し、

　消防自動車が出動しています。

　火の用心の7つのポイントは…

　1・寝たばこやたばこの投げすてを

　　しない。

　2・子どもは、マッチやライターで

　遊ばせない。

　3．風の強いときは、たき火をしな

　いQ
l4・天ぷらを揚げるときは・その場

　を離れない。

5・家のまわりに燃えやすいものを

　置かない。

6。ふろの空だきをしない。

7・ストーブには燃えやすいものを

　近づけない。

◎消防広場を開きます

■と　き　10月27日（±）午後1時～4

　時

■ところ　市役所前駐車場

目内　容　体験コーナー（ちぴっ子

　レンジャー体験、はしご車体験、

　ミニ消防車体験、放水消防車体験、

消火器の使用体験、煙の体験）

『■助一一瓢彫圃隅鴇剛曜＿

　　　　　　　　翻卿㎜㎜㎜㎜1

無衡’山　1

纏

繍　灘

　8月28日（火）、川治保育所のちぴっ子1

たちが・火の用心のハッピを惹手づ1

纏淑ついで川治地区内を1

　　　　　　　　　　　　　　…
　　　　　　　　　　　　　　妻

き

「『丁一 T　
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新潟県勤労青少年ホーム

文化交流会音楽祭
■と　き　10月14日（日）午前11時～午

後6時
■ところ　市民会館ホール

臨入場券　高校生以上300内（中学生

以下無料）

■問い合わせ　十日町市勤労青少年

　ホーム（費57－8918）へ。

出稼ぎ者の皆さんへ

　まもなく出稼ぎの季節になります

が、昨年は「出稼労働者手帳」の交

付を受けないで出かけた人が目立ち

ました。

　健康で安全な出稼ぎをするには、

この手帳を農業委員会で受けること

が大切です。

　本人も家族も安心して出稼ぎに出

かけられるよう「出稼労働者手帳」

の交付、または届出をしてからお出

かけください。

■問い合わせ　農業委員会（盈内線

　121）またはハローワーク十日町

　（盈57－2407）へ。

自動車はあなたのもの？

　最近、自動車の登録手続きの怠り

等から、車に関するトラブルや苦情

が多くなっています。

　登録手続きは、所有者または使用

者にその義務がありますが、手続き

が遅れるとその間に、車の所在がわ

からなくなったり、当事者が行方不

明になったりします。

　あなたの車の自動車検査証があな

たの正しい使用（所有）になってい

るか確認してください。

　詳しくは長岡自動車検査登録事務

所登録課（費0258－22－1131）にお

問い合わせください。

息・らくらく

呼吸教室のこ案内
　十日町保健所では、息切れやたん

でお困りの人を対象に呼吸教室を開

きますのでご参加ください。

■と　き　11月7日㈱、11月13日（殉、

　3月8日㈹の午後1時～3時30分

　までの3日間で1コースです。

■ところ　十日町保健所

■対象者　肺気腫、気管支拡張症、

　気管支炎などで困っていて主治医

　の許可のある人。

■内　容　医師による話、理学療法

　士による呼吸法の指導。

■申し込み　10月24日㈱までに十日

　町保健所地域保健課（奮57－2400）

　へo

　ご協力ください

道路交通情勢調査
　県では、全国一斉に自動車の利用

状況を調べ、将来の道路計画や建設

などについての基礎資料にする、道

路交通情勢調査を行います。

　調査員が伺いましたら調査にご協

力ください。

■調査時期　10月中旬～下旬

■調査車両　登録車両の中から無作

　為に選ばれた5％の車両。

■調査方法　調査対象に選ばれた車

　両の使用者へ調査員が訪問し、調

　査票の記入方法などを説明します。

■問い合わせ　十日町土木事務所道

　路維持第一係（智57－5524）へ。

中条病院文化祭
■と　き　10月21日（日）午前10時～午

後3時
■ところ　中条病院

■催し物1〉バザー　1〉パフォーマ

　ンス広場　》展示、即売

　ふるさとづくりセミナー

リゾート開発と地域振興

　余暇時間の増大やライフスタイル

の変化などを背景に、全国各地でざ

まざまなリゾート開発が計画されて

います。リゾート開発を事業として

みるときは採算性の保持が問題であ

り、また地域振興の起爆剤としてみ

るときは自然環境との調和、地域利

益の確保等に多くの克服すべき問題

があります。

　このセミナーはリゾートの事例報

告を中心に論議を深めようと開催す

るものです。多数の参加をお願いい

たします。

■と　き　10月22日（月）午後1時～4

　時30分

■ところ　クロス10

■参加料無料
■申し込み　参加希望者は地域開発

　室（費内線218・219）にご連絡く

　ださい。

10月12日働に建築パトロール

違反建築防止週間
　毎年10月11日～17日は「違反建築

防止週間」です。12日には、全国一

斉に違反建築防止のためのパトロー

ルが行われます。

　建築の計画が法令に合っているか

どうかなど、確かめてください。

　建築についてわからないときは、

十日町土木事務所建築係（奮57－55

22）へ問い合わせてください。

響。ま高齢者雇用促進月間

　本格的な高齢化社会の到来を迎え、

活力ある地域社会を維持していくた

め、定年の引き上げと高年齢労働者

の有効活用を図りましょう。

　ハローワーク十日町（智57－2407）

回市長杯争奪大池へら鮒釣り大会
■と　き　10月28日（日）（雨天決行）

》午前6時受付開始　》6時30分

競技開始　＞午後2時競技終了、

．計量、表彰式

■ところ　大　池

■参加費　1，500円（昼食付）

■競技方法’桟橋、釣り台…15尺以

下の竿、陸釣り…18尺以下の竿

■賞　品　1～5位、とび賞、大物

賞、参加賞

■募集人員　50人で締め切ります。

■その他　入釣場所は抽選です。

■申し込み　10月22日（月）までに観光

協会（智57－3345）またはキジマ

釣具店（駅通り盈52－2478）、尾口

釣具店（本町5費57－3827）へ。
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交通安全キャンペーン

囹タ暮れ時の交通事故防止運動

「10月22日（月）～31日㈱一曳め点々

　夕方から夜にかけ　　　　9““’働’耽
　　　　　　　　　　　惑◎◎引
て重大事故が発生し　　　　い魯　4”
　　　　　　　　　　　ずびり　　　　　　　　　いギ
　　　　　　　　　　　　　　いいています。十分注意　　　　”禰　翻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロロ　
しましょう。　　　　　　　　しい　’り

9月中の交通事故発生状況（）は累計

市　町　村 発生件数 負傷者数 死者数

十日町市
平成2年 18（138） 18（174） 1（4）

平成元年 20（148） 23（162） O（6）

川西町
津南町
中里村

平成2年 7（6ン） 6（74） 1（2）

平成元年 8（72） 10（87） 0（4）

計
平成2年 25（205） 21（248） 2（6〉

平成元年 28（220） 31（249） O（10〉

　　　　　　乗用車同士が衝突

鞍．1綴灘蓋
で36歳男性の運転する普通乗用車と33歳

男性の運転する普通乗用車が出合い頭に

衝突し、頭部に負傷する事故が発生しま

した。見通しの悪い交差点では、お互い

に安全の確認をしっかりしましょう。

第42回雪まつりPR用ポスター募集
嗣規　格　①大きさ…B2版（縦59cm×横36cm）②内容…雪まつりの事

　前P　Rとしてふさわしく、斬新なもの③色…4色オールカラー④素材

　…写真・イラスト・文字等何でも可（写真等提供可）⑤挿入文字＿r第

　42回十日町雪まつり」「白い愛の祭典」rとどけ！暖か雪だより」r開催日

　2月15日働16日（土）17日（日）」

■応募資格　特になし（法人・団体も可）

■賞金採用1点…30，000円、佳作若干…賞品

■締切日　10月31日㈱（当日消印有効）

■その他　●応募作品の版権は、雪まつり実行委員会に帰属します。

　　　　・応募作品は返却いたしません。

■提出●問い合わせ先　商工観光課内雪まつり事務局（盈内線234）

　経営能力強化セミナー　VOL．1
　側）十日町地域地場産業振興センターでは、平成2年度地場産業振興事

業の一環として・地場産業の経営基礎の充実を図るため企業経営にたず

さわる人を対象に「経営能力強化セミナー」を開きます。

　なお・企業経営者にかかわらず、関心のある人はどなたでも聴講でき

ますので、ぜひご参加ください。

■と　き　10月27日（土）午後2時～4時

ロところ　地場産業振興センター（クロス10）2F中ホ＿ル

■講　師　坂田成実さん

層テ繭マ　「ハガキ道に生きる」～一枚のハガキに命をこめて～

■問い合わせ　働十日町地域地場産業振興センター（費57－2323）へ。

　心の健康相談
　ノイローゼ気味で眠れない。酒の

量が増え、まわりに迷惑をかけるな

どの悩みをお持ちの人は、お気軽に

おいでください。希望する人は事前

に申し込みください。

■と　き　10月23日（幻午後1時30分

　～3時

■ところ　十日町保健所

■担当医　湯浅医師（田宮病院）

■申し込み　十日町保健所（智57－

2400）または保健衛生課保健衛生

係（智内線138）へ予約ください。

　断酒のつどい
　一一人ではやめられない酒を、仲間

で励まし合って断酒道に励んでいる

会です。お気軽においでください。

　希望の人は事前に申し込みくださ

いo

■と　き　10月26日働午後1時30分

　～3時

■ところ　十日町保健所

■申し込み　十日町保健所または保

健衛生課保健衛生係へ予約くださ

　い。

　ノ　　

NO麻薬・覚せい剤
　麻薬、覚せい剤、向精神薬、シン

ナー等の乱用は、乱用者個人の健康

上の問題にとどまらず、各種の犯罪

の誘引になるなど、公共の福祉に計

り知れない危害をもたらします。

　新潟県では、県民が一体となって

麻薬・覚せい剤に立ち向かい、根絶

する目的で、10月1日から11月30日

までの2ヵ月間を「新潟県麻薬・覚

せい剤禍撲滅運動」と定め、各種の

活動を行っています。

　第2回

ボランティア・スク・一ル

■と　き・ところ　10月28日（日）午後

　1時～4時半・商工福祉会館、11月

　1日（木》午後6時30分～・クロス10

■内　容　10月28日・ろうあ者の世

　界を知る・手話を学ぷ、11月1日・

　丸山浩路氏講演会「人生のパスポ

　ートそれは感動！」

■参加対象者　どなたでも結構です。

■参加費　無料

■問い合わせ・申し込み　十日町青

年会議所（費57－5111）へ。

国勢調査
　調査はもう済みましたか！

　調査票の回収は10月7日で終わり

ましたが、まだ調査を受けていない

世帯、調査票の未回収の世帯は、至

急ご連絡ください。

ロ問い合わせ　十日町市国勢調査実

　施本部（市役所内智内線149・150）へ。

冬期間の駐車を受け付けます

クロス10駐車場
■期　間　12月10日（月）～平成3年3

　月20日㈱ただし、平成3年2月15

　・16・17日（金・土・日）は雪ま

　つりのため駐車できません。

■料金25，000円（ただし、前納

　となります〉

■受付駐車台数　100台（申込順）

■申込期間　11月1日㈲から。

■申し込み　クロス10（智57－2323）

へo
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　　市史編さん室　（塾り＠）

　　　　　　　ガの　　・イご聾　　望ご〆究φち

慧愚…

　えちごちぢみ

　越後縮を支えた
　　　　干しぜんまい

　
江
戸
城
大
奥
や
大
名
家
な
ど
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
ち

注
文
を
う
け
て
特
別
に
織
ら
れ
た
越

ご
ち
ぢ
み
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
よ
う
ち
ぢ
み

後
縮
の
こ
と
を
御
用
縮
と
呼
ん
で
い

ま
す
。

　
最
近
加
賀
屋
（
蕪
木
元
昭
氏
）
資

料
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
御
用
縮
の

切
れ
見
本
や
帳
簿
類
が
一
括
し
て
市

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
中
に
、
天
保
十
四
年
（
一
八

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
て
ん
と
く
　
い
　
さ
き
し
ん

四
三
）
に
書
か
れ
た
「
御
殿
得
意
先
進

も
つ
ち
ょ
う

物
帳
」
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
加
賀
屋
が
お
得
意
先
の

江
戸
城
本
丸
大
奥
や
水
戸
家
、
島
津

家
、
有
馬
家
、
九
鬼
家
等
の
大
名
家

の
奥
女
中
、
役
人
に
付
け
届
け
を
し

た
進
物
の
控
帳
で
す
。

　
贈
り
物
の
内
容
は
、
相
手
が
女
性

　
　
　
　
　
　
は
ん
え
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

が
多
い
だ
け
に
半
衿
や
前
掛
け
、
足

び

袋
な
ど
の
ほ
か
に
、
こ
の
地
方
の
特

　
　
　
　
　
せ
ん
ま
い
　
　
ば
　
　
づ
け

産
品
で
あ
る
千
枚
（
葉
）
漬
、
か
た

　
　
　
　
ま
わ
た

く
り
粉
、
真
綿
、
鶏
卵
な
ど
が
使
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

れ
て
い
ま
す
が
、
最
も
大
量
に
届
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

ら
れ
て
い
る
の
が
雪
国
特
産
の
”
干

し
ぜ
ん
ま
い
”
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
て
　
み
や
げ

　
お
得
意
先
へ
の
手
土
産
に
ぜ
ん
ま

　
　
　
　
　
　
　
ち
ぢ
み
ど
ん
や

い
を
使
っ
た
の
は
縮
問
屋
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
多
か
っ
た
の

　
た
ん
も
の

は
反
物
を
か
つ
い
で
江
戸
へ
の
ぽ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
ざ
ホ
う

直
接
消
費
者
に
訪
問
販
売
を
し
た
行

し
ょ
う
に
ん

商
人
た
ち
だ
っ
た
の
で
す
。

　
彼
ら
が
大
量
に
ぜ
ん
ま
い
を
江
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
ぶ
つ

へ
持
ち
込
ん
だ
た
め
に
江
戸
の
乾
物

や
屋
が
悲
鳴
を
あ
げ
、
天
保
五
年
（
一

八
三
四
）
奉
行
所
へ
営
業
妨
害
で
取

り
締
り
を
訴
え
た
ほ
ど
で
す
。

　
行
商
人
た
ち
と
の
話
し
合
い
に
よ

っ
て
三
、
八
八
○
貫
匁
ま
で
の
持
込

み
が
承
認
さ
れ
た
く
ら
い
で
す
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

量
の
大
き
さ
が
想
像
さ
れ
ま
す
。
古

せ
ん
り
ゅ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
く
い

川
柳
に
も
『
ぜ
ん
ま
い
で
得
意
を
廻

　
ち
ぢ
み
う

る
縮
売
り
』
と
う
た
わ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
ぜ
ん
ま
い
は
越
後
縮
の
販
売

促
進
に
大
き
く
役
立
っ
た
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
　
　
　
ゥ
ヤ

釜
　
養
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
進
帳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
れ

※
前
回
の
地
租
改
正
の
記
念
碑
の
所

在
地
は
、
現
在
も
岡
田
家
の
敷
地
内

で
し
た
の
で
、
訂
正
し
ま
す
。
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子
ど
も
た
ち
を
相
手
に

　
　
「
話
し
方
教
室
」
を
続
け
る

　
　
　
生
越
伊
三
郎
さ
ん

　
　
　
　
　
（
下
条
栄
町
・
82
歳
）

　
生
越
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
市
老
連

の
役
員
を
長
年
勤
め
て
き
た
こ
と
や
、

地
域
で
の
奉
仕
活
動
が
認
め
ら
れ
、

九
月
二
十
九
日
に
行
わ
れ
た
十
日
町

社
会
福
祉
大
会
・
老
人
福
祉
大
会
で
、

社
会
福
祉
功
労
者
の
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

　
毎
週
土
曜
日
の
午
後
、
公
民
館
で

小
さ
な
子
ど
も
た
ち
を
相
手
に
「
お

話
教
室
」
を
開
い
て
い
ま
す
。
主
に

昔
話
を
中
心
に
話
を
聞
か
せ
、
今
で

は
そ
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
も
七
十
く
ら

い
あ
る
そ
う
で
す
。
最
近
は
手
品
に

も
挑
戦
。
子
ど
も
た
ち
が
喜
ん
で
く

れ
る
の
が
楽
し
み
で
、
「
抱
か
っ
た

り
す
る
と
か
わ
い
く
て
」
と
目
を
細

め
ま
す
。

　
週
二
回
は
三
好
園
で
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
参
加
、
入
浴
の
介
護
な
ど
を

し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
「
子
ど
も
た
ち
も
お
年
寄
り
も
、

多
く
の
人
と
話
し
合
っ
て
友
だ
ち
を

つ
く
り
、
そ
れ
が
自
分
の
財
産
で
す
」

ま
た
、
「
健
康
で
な
け
れ
ば
だ
め
」
と

健
康
づ
く
り
に
は
人
一
倍
気
を
遣
い
、

「
こ
れ
か
ら
も
人
の
た
め
に
な
る
こ

と
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
、
若
々

し
さ
い
っ
ぱ
い
の
生
越
さ
ん
で
し
た
。

十
日
町
市
民
の
願
い

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

齢赫妙自然
　　　　　（理科センター〉

ツリフネソウ⑬

　日陰の道端や沢などの湿った

ところに生えている1年草です。

　茎は、高さ40～80cm、赤みを

帯び、水分を多く含みます。

　8～9月ころ、枝のつけ根や
茎の先から、帆かけ船の形をし

た赤紫色の花を下げます。この
　　　　　　っりふねそっ
花の形から「釣船草」と名前が

つきました。

　花の黄色いものはキツリフネ

　と呼ばれます。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

亀
。

噌
甲
嘲

ミ

　
十
月
七
日
日
曜
日
、
十
日
町
四
大
ま

つ
り
の
一
つ
「
生
誕
地
ま
つ
り
」
の
日
。

全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
一
万
三
千
人

が
打
ち
鳴
ら
す
鐘
、
太
鼓
の
音
を
聞
き

な
が
ち
今
、
「
編
集
室
か
ら
…
」
を
書
い

て
い
ま
す
。

　
今
月
号
は
締
め
切
り
に
間
に
合
わ
な

く
、
綱
渡
り
の
編
集
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
十
日
が
発
行
日
、
そ
の
日
が

休
み
の
場
合
は
前
日
の
九
日
に
発
行
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
十
一
日

の
発
行
と
な
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
遅
れ

て
ご
め
ん
な
さ
い
。
最
終
原
稿
二
罫
，
を

印
刷
所
に
出
す
の
が
八
日
の
朝
。
毎
度

の
こ
と
な
が
ら
印
刷
所
の
皆
さ
ん
に
は

ご
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
外
も
に
ぎ
や
か
に
な
っ
て
来

ま
し
た
。
祭
り
の
取
材
に
カ
メ
ラ
を
ぶ

ら
さ
げ
て
出
か
け
て
き
ま
す
。
　
　
㊧
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